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2019 年度東京支部運営委員                     (敬称略・順不同) 

 

以上 25 名 

2019 年度東京支部学生会運営委員                  (敬称略・順不同) 

委員長 佐藤 拓真 明大 委員 松浦 匠音 東海大 委員 大橋 利昭 日大 

委員長

 

齋藤 豪 明大 委員 鈴木 裕也 東海大 委員 近藤 駿介 日大 

委員 鈴木 博貴 明大 委員 田中 秀明 東海大 委員 呉 迪 日大 

副委員

 

モハマドミカル 明大 委員 山崎 龍汰 東海大 委員 朱 権 日大 

書記 飯塚 椋 明大 委員 佐藤 卓樹 東海大 委員 田丸 幸寛 日大 

委員 山本 典瑛 明大 委員 栗田 真帆 東海大 委員 西野 将平 日大 

委員 田中 健介 明大 委員 石井 源太 早大 委員 浜島 功 日大 

委員 横山 大騎 明大 委員 長谷 健介 早大 委員 増田 宗一郎郎 日大 

委員 上形 雛乃 日本女子大 委員 小川 駿也 横浜国大 委員 安田 拓弥 日大 

委員 谷 奈津実 日本女子大 委員 大西 輝 横浜国大 委員 劉 立成 日大 

委員 藤塚 さとみ 日本女子大 委員 佐々木 蒼一郎 横浜国大 委員 安藤 雄喜 日大 

委員 菊地 裕介 拓殖大 委員 冨増 優樹 日大 

 

委員 中里 将伍 群馬大 

委員 木村 優作 拓殖大 委員 小原 正也 日大 

 

委員 田山 大次郎 群馬大 

委員 後藤 敦 拓殖大 委員 平尾 聡志 日大 

 

委員 伊藤 翔太 防衛大 

委員 中島 優一郎 拓殖大 委員 黒澤 実花 日大 

 

委員 永井 勇希 防衛大 

委員 細井 宏樹 拓殖大 委員 佐々木 拓郎 日大 

 

委員 ﾅﾝﾁﾝ ﾅﾝﾃﾞｨﾝﾄｩｸﾞｽ 防衛大 

委員 和泉 峻介 拓殖大 委員 高橋 玄記 日大 

 

委員 小竹 啓輝 上智大 

委員 嶌田 斐呂 拓殖大 委員 田澤 陸 日大 

 

委員 大里 辰希 千葉大 

委員 菅原 瑞己 拓殖大 委員 林 昂志 日大 

 

委員 平岡 龍矢 千葉大 

委員 小國 治也 拓殖大 委員 水本 明日也 日大 

 

委員 中野 隼輔 電通大 

委員 大角 耕平 拓殖大 委員 森下 克幸 日大 

 

委員 小針 優 電通大 

委員 佐藤 択迅 拓殖大 委員 石川 真聡 日大 

 

委員 中新井田 覚志 電通大 

委員 吉村 仁志 拓殖大 委員 伊藤 穂高 日大 

 

委員 上杉 遥司 電通大 

委員 荒川 祐也 拓殖大 委員 宇佐見 雄 日大 

 

委員 鳥屋 祐樹 東京都市大 

委員 宮井 琳太朗 都立産技高専 委員 開米 拓実 日大 

 

委員 大畑 遼汰 東京都市大 

委員 

 

 

 

島田 源 都立産技高専 委員 勝谷 孝一 日大 

 

委員 松岡 慎治 東京都市大 

委員 道辻 裕人 神奈川工科大 委員 加藤 真也 日大 

 

委員 門野 敦哉 東京都市大 

委員 田所 真澄 神奈川工科大 委員 榊 亜里沙 

 

日大 委員 武 亮真 東京都市大 

委員 高橋 大和 神奈川工科大 委員 松本 卓才 

 

日大 委員 柳岡 佑大 東京都市大 

委員 千葉 恵 東海大 委員 山口 貴大 日大 委員 中野 竜頌 千葉工大 

委員 権田 晃一郎 東海大 委員 山田 哲之 日大 委員 長野 和正 千葉工大 

委員 飯村 遊大 東海大 委員 後藤 康一郎 日大 委員 神立 拓実 千葉工大 

委員 山内 あずさ 東海大 委員 白江 健太郎 日大 委員 平間 博人 千葉工大 

委員 西川 峻平 東海大 委員 小澤 俊佑 日大    

以上 101 名 

支部長 羽渕 裕真 茨城大 委員 田中 勇樹 群馬大 

次期支部長 立元 慎也 NTT 委員 井家上哲史 明大 

庶務幹事 萬代 雅希 上智大 委員 淺原 彰規 日立 

庶務幹事 平栗 健史 日本工大 委員 小川 将克 上智大 

会計幹事 大塚 昌孝 三菱電機 委員 川喜田佑介 神奈川工科大 

会計幹事 水野 晃平 NTT 委員 田中 和樹 KDDI総合研究所 

委員 伊沢 亮一 NICT 委員 坂東 幸浩 NTT 

委員 石津健太郎 NICT 委員 望月 章志 NTT 

委員 猪原  涼 KDDI総合研究所 委員 米山 一樹 茨城大 

委員 戸田 真人 NEC 委員 長谷川光司 宇都宮大 

委員 高取 祐介 神奈川工科大 委員 石田 和義 山梨大 

委員 宮村  崇 NTT 委員 小川 賀代 日本女子大 

委員 宮本 進生 構造計画研究所    
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2019 年度東京支部学生会顧問 

(敬称略・順不同) 

顧問 松本 洋和 青学大 顧問 小林 一哉 中央大 

顧問 横田 浩久 茨城大 顧問 小舘 亮之 津田塾大 

顧問 荒川 臣司 茨城高専 顧問 河崎 雅人 帝京科学大 

顧問 熊谷  毅 宇都宮大 顧問 松浦 基晴 電通大 

顧問 清水 隆志 宇都宮大 顧問 野村 英之 電通大 

顧問 平岡 隆晴 神奈川大 顧問 藤井 威生 電通大 

顧問 塩川 茂樹 神奈川工科大 顧問 濱本 和彦 東海大 

顧問 石坂 雄平 関東学院大 顧問 川原 圭博 東大 

顧問 阿部 清彦 東京電機大 顧問 永田 明徳 東京工科大 

顧問 弓仲 康史 群馬大 顧問 黒川 弘章 東京工科大 

顧問 加藤  毅 群馬大 顧問 田中  晶 東京高専 

顧問 重野  寛 慶大 顧問 山岸 昌夫 東工大 

顧問 田中 敏幸 慶大 顧問 吉野 隆幸 東京電機大 

顧問 篠原 克幸 工学院大 顧問 岡野 好伸 東京都市大 

顧問 大平 昌敬 埼玉大 顧問 傘   昊 東京都市大 

顧問 池口  徹 東京理科大 幹事 高野 邦彦 都立産技高専 

顧問 鯨井 政祐  埼玉工大 顧問 柴崎 年彦 都立産技高専 

顧問 三好  匠 芝浦工大 顧問 横井  健 都立産技高専 

顧問 武藤 憲司 芝浦工大 顧問 田中 聡久 東京農工大 

顧問 相馬 隆郎 首都大 顧問 藤沢 匡哉 東京理科大 

顧問 田川 憲男 首都大 顧問 佐伯 勝敏 日大 

顧問 小川 将克 上智大 顧問 齊藤  健 日大 

顧問 林   等 上智大 顧問 黒岩  孝 日大 

顧問 小林  学 早大 顧問 大貫進一郎 日大 

顧問 花山 英治 職業能力大 顧問 木許 雅則 日本工大 

顧問 杉山 賢二 成蹊大 顧問 小川 賀代 日本女子大 

顧問 高見 一正 創価大 顧問 亀井 利久 防衛大 

顧問 常光 康弘 拓殖大 幹事 李   磊 法政大 

顧問 大竹  敢  玉川大 顧問 井家上哲史 明大 

顧問 佐藤 雅俊 玉川大 顧問 村上 隆啓 明大 

顧問 小室 信喜 千葉大 顧問 本間  聡 山梨大 

顧問 伊與田光宏 千葉工大 顧問 田中 良明 早大 

顧問 鎌倉 浩嗣 千葉工大  顧問 河野 隆二 横国大   

以上 66 名 
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令和元年度学生会報巻頭言 

学生会運営委員長 
佐藤 拓真 

 

 このたびは，学生会報を手にとっていただき誠にありがとうございます． 

電子情報通信学会東京支部学生会は，学生員の活動を盛んにし，かつ学生員相互の親睦を図ることを

目的に，電子情報通信学会東京支部の下部組織として平成 7 年度に設立されました．設立して以来，学

生会には多くの学生員が参加し，今年度で 24 周年を迎えることができました．上記の東京支部学生会の

目的を達成するために，研究発表会，講演会及び，見学会など様々なイベントの開催をしているほか，東

京支部以外の他支部の学生会組織との連携や就職活動へ向けたセミナーの開催などのイベントも行って

います．そして，年々活動と交流の幅は広がりつつあります． 

 学会は，研究の成果を外部に発信するとともに，研究者同士の交流を深め，知見を得る場であると思い

ます．学生会では，より良い未来の実現の為に学術の発展を持って貢献するという学会の理念の下，今後

の社会を担っていく学生の皆様のお役に立てるよう，研究発表会，講演会及び，見学会など，各種イベン

ト等を開催していきますので，ご活用していただけると幸いです． 

 本誌は，多くの皆様に支えられ 25 回目の発行となりました．本誌では，東京支部学生会の各事業につ

いて紹介しております．読者の皆様が東京支部学生会の活動に興味を持っていただければ幸いです．最

後に日頃から多大なご支援をいただいている電子情報通信学会東京支部の方々，学生会の顧問の先生方，

学生会活動にご協力をいただいた関係各位，この学生会報を手にとっていただいた方々に心よりお礼を

申し上げ，巻頭のご挨拶とさせていただきます． 

 

2020 年 2 月吉日 
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幹事団顧問の挨拶 

東京支部学生会顧問幹事 
明治大学理工学部電気電子生命学科 

井家上哲史 
 

今年度の学生会報が無事に発行されたことを心よりお祝い申し上げます。この冊子を手

に取っているあなたにとって、本会報は初めて手に取る冊子でしょうか、昨年も手にした

冊子でしょうか、それとも幾度となく目にする冊子でしょうか。さて今年の出来映えは如

に。 
東京支部学生会運営委員会の活動に参加している学生の皆さんは、幹事団・講演会・研

究発表会・見学会・学生会報・SCI のグループ制で年間行事を担当し、次年度に引き継い

でいます。この会報は、学生会報グループを中心に編集されました。学生会活動の良いと

ころは、毎年の新陳代謝でしょう。卒業・修了によってグループメンバーのおよそ半数が

毎年交代していく。先輩が前年行ってきたことを思い出しつつ、自分たちの独自色が出せ

る。毎年同じようで少しずつ異なっている活動となっています。また学生会活動は学校の

枠を超えて同年代の仲間が交流できる貴重な場であり、講演会、見学会、研究発表会など

の活動を通じて普段は出会うことの難しい第一線の研究者、技術者、経営者などに接する

ことが出来ます。これらを利用しない手はないでしょう。 
自分が学生の頃を振り返ると、はっきりとした電子情報通信学会の学生会活動はまだ有

りませんでしたが、電子情報通信学会の大会や研究会の発表で緊張したこと、質問の意味

がよくわからず、的外れな答えをしたこと、また、臆面も無く質問をぶつけたこと、他大

学の学生さんの研究発表がとても立派に見えたことなどが思い出されます。特に、発表を

複数回行うことで、同じ分野の他大学の学生さんとの交流が出来ました。その後縁あっ

て、研究職として研究の道に進むことになり、当時の学生さんも大学教員となり、研究で

様々な議論を戦わせ、また協力して一緒に研究会の運営活動を進めることになりました。

それらの方々とは、いまだに本会等でご一緒しています。学生時代からの交流の賜です。 
この冊子を手にした学生・会員の皆様が学生会への関心を少しでも深めていただくこと

を期待しつつ、次年度以降も学生会の活動がその年度の独自色を出しながら活発に行われ

ることを願っています。 
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特集① 

 

２０１９年度 

東京支部学生会事業紹介 
 
東京支部学生会には 16 校が参加しており、6 つの事業団体に分かれ、役職に就いています。 

ここでは、今年度の各事業団体の所属校と、活動について紹介します。 
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活動概要 

 私達幹事団は，各事業グループが円滑に情報共

有や話し合いの場を作る事を目的としたグルー

プです．年 4 回の学生会運営委員会を開き，司会

や議事録への記録，新しい制度や活動方針の決定

などを執り行っています．また，新しい企画や活

動が提案された場合，この委員会を通して参加の

可否を決定します．このような活動を行い，他校

の学生との交流を図ることで情報交換を行って

います。 
  
 

活動内容 

 学生会運営委員会の概要 
会場: 機械振興会館 
日程：第１回(6 月頃)，第 2 回(9 月頃)， 

第 3 回(12 月頃)，第 4 回(2 月頃) 
  ※毎年第 2 回に昼食会を実施 

時間：2 時間程度，委員会後懇親会実施 
 

 作業内容 
・運営委員会の案内 
・学生会運営委員会の出欠管理 
・運営委員会の司会進行 
・議事録の作成 
・交通費の精算 
・学生会勧誘ポスターの制作 

  ・学生会名簿の管理 
  ・委嘱状の配布 
  ・会場の設置 

 
 
 

 
 
 
 

 
学生会運営委員会における司会進行の様子 

 

 
交通費精算作業の様子 

 

メンバー紹介 

幹事校：明治大学 
佐藤，齋藤，鈴木，飯塚，ミカル， 
山本，田中，横山 
 

副幹事校：日本女子大学 
 上形，谷，藤塚 
 

(文責：明治大学 佐藤) 
 

幹事団グループ 
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活動紹介 

 我々，学生会報グループでは電子情報通信学

会において，学生員の活動を盛んにし，相互の

理解や親睦を深めることを目的として学生会報

誌を毎年度末に発行しております．今年度で学

生会報誌も第 25号となりました． 

 

 学生会には様々な事業グループが存在してお

り，それぞれが研究発表会や講演会，見学会と

いったイベントの企画・実施を活発に行ってお

ります．またその一方で様々な大学が，この学

生会には参加しており，各大学で学生会支部と

して様々な活動を行っております．  

 

学生会報誌を通じてより多くの学生に学生会

の存在および活動内容を知っていただくこと

で，本学生会に興味を持っていただき，また学

生会に参加したいという方が増えることが編集

している我々にとっての励みとなります．電子

情報通信学会における学生会の活動，親睦がよ

り盛んになることを目指し，今後もより良い学

生会報誌を発行していきたいと考えております

のでよろしくお願いします． 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の特集記事について 

 本誌における特集記事は学生会に所属する大

学の学生生活の紹介となっております． 

 

電子情報通信学会学生会には 16 の大学が所属

しており，各大学でそれぞれ特色ある活動に取

り組んでおります．  

本誌では，東京支部に所属する 2 大学の活動

について紹介します． 

 

普段はなかなか知ることができない他大学の

活動の様子を知ることで，皆さんの所属する大

学の活動に良い刺激を与えることができたら良

いと考えております．またこれまで活動してきた

皆様の記録が何年後かにこの冊子を通して残せた

のならば，本会報の特集記事としての役割は十

二分に果たせるのではないでしょうか．  

 

 

メンバー 

幹事校：  神奈川工科大学 

  道辻 裕人，田所 真澄，高橋 大和 

 

副幹事校： 東海大学 

  千葉 恵，権田 晃一郎，飯村 遊大 

  山内 あずさ，西川 峻平，松浦 匠音 

  鈴木 裕也，田中 秀明，山崎 龍汰 

  佐藤 卓樹，栗田 真帆 

 

 

 

 

 

（文責：神奈川工科大学 道辻） 

学生会報グループ 
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活動概要 

見学会グループは，情報通信社会における最先

端技術に関して研究開発の場において直接学ぶ

事を通じて，学生間の親睦を深める事を目的に活

動しています．各企業の方々のご厚意の下，IEICE
会員，学生員及び一般学生向けに見学会を開催し

ています． 

今年度の実施内容 

見学先 ：JAXA 調布航空宇宙センター 

日 程 ：2019 年 11 月 7 日（木） 
見学時間：13：00～15：30 
見学内容 

1.  JAXA の歴史 

2. 宇宙往還機シミュレータ 

3. YS−11 コックピット見学 

4. スーパーコンピュータ見学 
 5. 館内自由散策 

 

 

宇宙往還機シミュレータの様子 
 
 
 

 

所 感 

見学会は IEICE 会員 4 名非会員 3 名の合計 7 名

で開催されました。職員の方の案内のもと JAXA
の歴史とともに館内の様々な展示物を紹介して

頂きました. 
宇宙往還機シミュレータでは近未来の宇宙航空

機の在り方を,シミュレータを通して紹介して頂

きました.操縦士と副操縦士の操作により,見事宇

宙ステーションと地球の往来に成功し非常に盛

り上がりました. 
YS-11 という第二次世界大戦後初に開発された

旅客機の客席およびコックピットを見学させて

頂きました.普段見ることのできない操縦室や機

体の断面図など航空技術の結晶を間近で見学す

ることができました. 
航空機体のシミュレーションに使うスーパーコ

ンピュータの実機を実際に見学させて頂きまし

た.風洞計算などの計算量が多いシミュレーショ

ンを行うスーパーコンピュータは圧巻でした.同
研究所の技術の AR ゴーグルを実際に装着させて

頂き風洞シミュレーション結果などを 3D で紹介

して頂きました. 
最後に,今回快く見学を受け入れてくださった

JAXA 調布航空宇宙センターの皆様に心より感謝

いたします. 

メンバー 

幹事校  ：早稲田大学 
石井 源太, 長谷 健介 

副幹事校 ：横浜国立大学 
 小川 駿也, 大西 輝 
 佐々木 蒼一郎 

サポート校：日本大学 

            冨増 優樹, 平尾 聡志 

髙橋 玄記, 水本 明日也 

（文責：早稲田大学 石井） 

見学会グループ 
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活動概要 

我々，講演会グループは，学生会の主旨である

電子情報通信学会学生員の活動を盛んにし，かつ

学生員相互の親睦をはかることを目的に，講演会

の開催を通して，これを達成するための活動を行

う． 

今年度の実施内容 

題目：シミュレーションの過去〜現在〜未来 
講演者：平野 拓一氏 
(東京都市大学工学部電気電子通信工学科准教授) 
日時：2019 年 12 月 14 日（土）14：00～ 
会場：東京都市大学 世田谷キャンパス 
   2 号館 22C 教室 

感想 

今年度は東京都市大学の准教授をお務めに

なる平野様を講演者としてお招きし講演会を

開催いたしました。参加者は 23 名でした．講

演内容としましては平野様のご経験を踏まえ  

 

平野様御講演の様子 
 
 

 
 
てシミュレーションについてとそれに付随し

コンピュータの歴史を中心としたお話をして

いただきました。詳細な内容としては、シミュ

レーションの概要、シミュレーションに必要な

要素といった内容を分かりやすく説明してく

ださり、特にシミュレーションを使う際に求め

られる各個人の能力については、今後シミュレ

ーションを使う際の心構えを学ばせていただ

きました。最後となりましたが，ご多忙の中，

講演していただいた平野様には深く御礼申し

上げます．また，本公演の開催にあたり，ご協

力を頂いた事務局の皆様，当学生会幹事団の皆

様，講演会グループの皆様，SCI グループの皆

様，そして本公演に参加して頂いた皆様に深く

感謝いたします． 

メンバー 

幹事校：東京都市大学 
鳥屋 裕樹，大畑 遼汰，松岡 慎治 

副幹事校：千葉工業大学 
中野 竜頌，長野 和正，平間 博人， 
神立 拓実 

 

講演会終了後集合写真 
 

（文責：東京都市大学 松岡） 

講演会グループ 
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活動概要 

 本グループは，毎年 2 月末～3 月上旬頃に，電

子情報分野を専攻している学生を中心に募った

研究発表会を企画・運営しています． 
我々は，この研究発表会を通して，参加した学

生の皆様が，他校の学生や教授および企業で活躍

されている方々との交流により学術的な見識を

深める場を設けたいと考えております． 
 

活動の様子 

研究発表会の準備は年に 4回行われる東京支部

学生会運営委員会にて行われます．決定事項の共

有や運営に関する話し合い，次回の運営委員会に

むけたタスクの確認など研究発表会の成功に向

け取り組んでいます．運営委員会の後には学生会

東京支部全体での懇親会があり，研究発表会グル

ープ内だけでなく他グループのメンバーとの交

流を深めています． 
運営委員会の他にも研究発表会に向けた取り

組みがあります．１つは研究発表会会場下見です．

下見では実際に使う教室を見学し，機材の使用方

法の確認や机の配置について検討しました． 

 

 
 

 
 
そして，研究発表会前の最大の山場といえるの

がプログラム編成委員会です．皆様から頂いた予

稿を元に当日の発表の順番や会場を決めて行き

ます．複雑で難しい作業ですが自分たちの力で学

会を作り上げてゆくのはやりがいと達成感があ

ります．今年も研究発表会グループ一同力を合わ

せて頑張りたいと思います． 
プログラム編成委員会を終えたら残すは前日

準備と研究発表会当日のみです．当日は東京支部

の他グループのメンバーにも手伝ってもらい運

営を行います．1 年の集大成として皆様により良

い発表と活発な議論を提供できるような場を準

備できれば幸いです． 
 

 

 

今年度の研究発表会の概要 

今年度は，以下の内容で，第 25 回研究発表会を

開催する予定です． 
開催日 ：2020 年 3 月 7 日（土） 
会場  ：東海大学 高輪キャンパス 
特別講演：米田 健 氏 
講演内容：サイバーセキュリティの最新動向と 

三菱電機の動向 
 

（文責：群馬大学 中里） 

研究発表会グループ 
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 SCI グループ 

 

 

 

 

活動概要 

SCI（Student Community of IEICE）は学生相互

の理解を深めることを目的として設立された事

業グループです。「交流促進事業」「広報事業」「他

グループ支援事業」3 つの事業を主な柱として活

動を行っています。 
 
・交流促進事業： 

他支部との交流を深めるためのイベント開催・

親睦会の実施 
・広報事業： 

学生会 HP・SNS（Twitter, Facebook）の更新 
・支援事業： 

見学会、講演会、研究発表会グループ等の広報

ページ制作・公開 
 
 学生会 HP は 2018 年 6 月にリニューアルしま

した。SNS との連携強化・スマートフォン対応等

によって、より見やすく、学生会活動に興味を持

ってもらえるような HP を目標に制作していま

す。HP にはイベント情報等掲載しますので、 
是非ご覧ください。 
 

 
学生会 HP 

https://www.ieice.org/tokyo/gakusei/ 

 
 今後は各事業の紹介ページを作成するなどし

て、HP で現在の活動内容がわかるよう改良して

いきます。 
その他にも、ソサイエティ大会や総合大会で東

北支部と親睦会を行うなど、他支部との交流を深

め、より全国的に学生会活動をしていく予定で

す。 
 

メンバー 

幹事校：拓殖大学 
菊地 裕介、 木村 優作、 
後藤 淳、   中島 優一郎、 
細井 宏樹、 和泉 峻介、 
嶌田 斐呂、 菅原 瑞己、 
小國 治也、 大角 耕平、 
佐藤 択迅、 吉村 仁志、 

     荒川 祐也 
 
副幹事校：東京都立産業技術高等専門学校 

宮井 琳太朗、 島田 源 
 

 
委員会中の SCI メンバー 

 
（文責：拓殖大学 嶌田 斐呂） 
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特集② 

 

東京支部 

所属大学の活動紹介 
電子情報通信学会学生会の東京支部には現在 16 の大学が所属しており， 

各大学においてそれぞれ特色ある活動に取り組んでいます。 
ここでは、東京支部に所属している 2 大学の活動内容について紹介します。 

 
神奈川工科大学    …p.16 

 
 

日本大学       …p.17 
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学生会班 

 
神奈川工科大学では例年、情報学部ネットワ

ーク・コミュニケーション学部（大学院では情

報専攻学部）塩川研究室に所属している修士生

が中心となって学生会活動を行っています。 
 

 
神奈川工科大学情報学部棟 

 
本年度の活動内容 

・東京支部学生会学生会報幹事校として活動 

電子情報通信学会において，学生員の活動を

盛んにし，相互の理解や親睦を深めることを目

的として今年も学生会報誌第 25 号を発行するこ

とができました。 

今後の活動予定 

神奈川工科大学 IEICE 学生会班では、見学

会、講演会等のイベントへの参加をしていきた

いと考えています。 
またこれまで通り学生会活動を積極的に行う

だけでなく他大学の学生さんとのつながりを大

きなものにしていきたいと考えています。 

 
 
 

 

 

 

活動を通して得られたこと 

他大学の様々な研究室の学生さんと交流する

機会は普段の大学生活ではない為、学生会活動

を通して他大学と交流することでとても良い経

験となりました。 
 また、研究室内での仕事の分配をし、学生会

活動をすることで研究室内の研究以外での協力

や仕事面でのコミュニケーションが増え普段と

はまた違った一面を見ることができました。 
 
人数・構成 

塩川研究室 
修士 2 年（M2）：1 名 
修士 1 年（M1）：2 名 
 

 
          
 
最後に 

神奈川工科大学塩川研究室は学生会活動を頑張

って行っていきますのでこれからもよろしくお

願いします。 
 
 

（文責：神奈川工科大学 高橋 大和） 
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設立理念 

日本大学 CST Student Branch は 2011 年に設立 
し活動を行っております。設立理念は、学生ブ

ランチの理念に従い、“学生員のための身近な学

会活動の一環として、活動計画から会計報告に

至るまで、学生員が自主的に運営することを目

的”として活動を行っております。 
 
本年度の活動内容 

・東京支部学生会見学会グループ B 班として

CASIO 計算機見学会を開催  

・研究室合同による SEMICON JAPAN 学生ブラ

ンチ見学会を開催 
 

 
CASIO 計算機見学会 

 

 
SEMICON JAPAN 学生ブランチ見学会 

 
 

 
 
 
活動を通して得られたこと 

8 月に開催した CASIO 計算機見学会では、G-
SHOCK の開発ストーリーや商品の品質検査など

を見学させていただきました。 
G-SHOCK の開発ストーリーでは、開発者であ

る伊部菊雄様により設計者目線でお話いただき

ました。完成するまでにどれだけの苦労があっ

たのかを物語形式で教えていただき、設計開発

に携わるものとしての心得に気持ちが引き締ま

りました。また、品質検査では一般の規格に頼

らない独自の検査を見学し、想定外の使用でも

壊れない商品の裏にどのような工夫があるかを

体験させていただきました。 
12 月に参加した SEMICON JAPAN にて半導体

や機能性材料に関する最新技術の見学をしまし

た。半導体に係わる企業のブースを見学するこ

とで、半導体製品が社会でどのように役立って

いるのか知ることができ、貴重な勉強の場とな

りました。 
本学生ブランチでは 3 つの研究室によって構

成しており、各研究室の連携が重要となるた

め、各研究室から代表を 1 人ずつ選出していま

す。今後もこの形態を継続し、交流を深めるよ

うにしていきたいです。 
 
人数・構成 
 
精密機械工学科：齊藤研究室 
 修士 2 年：3 人 
 修士 1 年：8 人 
 学部 4 年：10 人 
 
電気工学科：大貫研究室 
 修士 2 年：7 人 
 修士 1 年：1 人 
 学部 4 年：6 人 
 
電子工学科：佐伯研究室 
 修士 2 年：4 人 
 修士 1 年：4 人 
 学部 4 年：3 人 
 
学生計：46名 
顧問：3 名 

（文責：日本大学 冨増 優樹） 
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本会は、電子情報通信および関連する分野の国際学会として、学術の発展、産業の興隆ならびに人材の育成を促進することにより、
健全なコミュニケーション社会の形成と豊かな地球環境の維持向上に貢献することを目指しています。
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The Institute of Electronics, Information
and Communication Engineers

名誉員　：学問、技術または関連事業に関して特別の功績があり、理事会の議決を経て推薦された者。
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機関誌の発行。電子工学および情報通信に関する講演会，討論会，講習会および見学会等の開催。
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電子工学および情報通信に関する専門図書および雑誌の刊行。その他、目的を達成するために必要な事業。
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　電子情報通信学会は 1917 年に設立された電信電話学会から始まって一昨年 100
周年を迎え、今新たな 100 年に向けて第一歩を踏み出しています。100 周年の折に
優れた業績として選出した本会の 242 件のマイルストーン、ならびに IEEE のマイル
ストーンにおける日本人の活躍（185 件中 33 件）を見ますと、今までに電子情報通
信学会の世界への貢献は極めて大きいものがあります。
　会員数は、おおよそ 3 万名の日本最大の電気情報系の学会であり、電子技術、情
報技術、通信技術を中核として、ICT の発展に貢献すべく活発に活動してきています。
特に最近では Society 5.0 、SDGｓさらには 5G などの実現に向けて世の中から最も
期待されている学会でもあります。
　学会において最も重要なことは、それぞれが目指す基礎研究・実用化研究・開発
を行う中で、その芽や成果を皆で議論し、以って学術の発展、産業の発展に貢献し、
社会を豊かにしていくことであると思います。本会は、この実現に向けて、基礎境界、
NOLTA、通信、エレクトロニクス、情報・システムの 5つのソサイティならびにヒュー
マンコミュニケーショングループ、さらには北海道、東北、東京、信越、北陸、東海、
関西、中国、四国、九州の 10 支部の活動を活発に行っています。また、海外セクショ

ンとしてもアジア、ヨーロッパ、米国など 3000 名を超える会員数で活動しており、グローバル化に向けての取り組みも積極
的に行っています。論文発行事業も活発であり、各ソサイティに属した Transaction と呼ばれる英文論文誌、和文論文誌、な
らびに ELEX,　COMEX などの速報版の電子ジャーナルを発行しており、投稿件数の約 70 % は海外からです。また、充実し
た査読体制により質の高い英文・和文論文が発行されているのも本会の特徴であります。その一方でアカデミアと企業間の
連携さらには省庁連携も積極的に進めるとともに、電気学会、機械学会、応用物理学会との学会間連携にも力を入れ、新た
な融合領域、新分野の創成を目指しています。また、最近では人生 100 年と呼ばれるような世の中になりつつありますが、
シニアのためのプラチナクラブ会員や高校から大学低学年のジュニア会員など多くの人が集う場として輪を広げています。
皆様の一層のご愛顧とご支援ご入会の程、どうぞ宜しくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 96 代　電子情報通信学会会長　中沢正隆

会長ご挨拶

2019年度役員

会長
次期会長

副会長 [ 学術強化担当 ]
副会長 [ 学術強化担当 ]

副会長 [ 学会運営・組織強化担当 ]
副会長 [ 学会運営・組織強化担当 ]

総務理事
総務理事
会計理事
会計理事
編集理事
編集理事
企画理事
企画理事
調査理事
調査理事
編集長

企画戦略室長
規格調査会委員長

基礎・境界ソサエティ会長
通信ソサエティ会長

エレクトロニクスソサエティ会長
情報・システムソサエティ会長
次期基礎・境界ソサエティ会長
次期通信ソサエティ会長

次期エレクトロニクスソサエティ会長
次期情報・システムソサエティ会長

監事
監事

中沢　正隆
笹瀬　　巌
今井　　浩
永妻　忠夫
桑原　秀夫
松島　裕一
滝田　　亘
大橋　弘美
藤井　輝也
中山　正敏
石原　智宏
川端　明生
坂井　　博
松井　知子
眞田　幸俊
山田　昭雄
田中　良明
江村　克己
淺谷　耕一
田口　　亮
大槻　知明
柴田　随道
前田　英作
大橋　正良
菊間　信良
津田　裕之
佐藤　洋一
宮永　喜一
鈴木　正敏

東北大学
慶應義塾大学
東京大学
大阪大学
元富士通研究所
元早稲田大学
ドコモ・テクノロジ
古河ファイテルオプティカルデバイス
東京工業大学
三菱電機
富士通研究所
日本電信電話
日本電信電話
統計数理研究所
慶應義塾大学
日本電気
早稲田大学
日本電気
南開大学
東京都市大学
慶應義塾大学
東京都市大学
東京電機大学
福岡大学
名古屋工業大学
慶應義塾大学
東京大学
北海道大学
KDDI 総合研究所

役職名 氏名 所属
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編集後記 

 
 東京支部学生会 学生会報 第 25 号 いかがでしたでしょうか． 

今回の学生会報は，「学生員の活動」をテーマに選択しました．他の大学の学生が一体どのような研究

外活動をしているのかをお伝えしたい，また活動をしてきた学生の皆様の記録になるような会報にした

い，と思い作成しました．少しでも多くの方に目を通していただき，各大学がどのような活動をしてい

るのかをほんの一部分ではありますが知っていただけたらなと思います．各大学に存在する学生ブラン

チでも多くの学生が活動をしております．今回ご紹介できたのは一部分だけですが，これだけ多くの学

生がそれぞれ考え，協力しあい，成果を上げているということを知っていただければ本会報の役割は十

分に果たせたのではないかと思います．そして，これまで活動してきた皆様の記録が何年後かにこの冊

子を通して残せたのならば，本会報の役割は十二分に果たせたと言えるでしょう． 
末筆ながら，本会報を作成するにあたりご協力頂いた皆様へ心より感謝申し上げます． 

ご執筆を快諾してくださった各大学の IEICE 学生会班の皆様、本当にありがとうございました． 
また，学生会運営委員の皆様，学会事務局のご担当者様，そして学生会報担当の皆様の御協力のおかげ 
で本会報を作成することができました．ここに感謝の意を表します．誠にありがとうございました． 

道辻 裕人 

 

2020 年 2 月 28 日発行 
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